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ＡＤＫＰゼロ・カーボンあかし表彰 応募申込書 
 

令和８年●月●日  

 

明 石 市 長  様 

 

事業者名 株式会社ＡＤＫＰ 

代表者氏名 代表取締役 明石 太郎 

 

 令和８年度ＡＤＫＰゼロ・カーボンあかし表彰について、下記のとおり応募します。 

 

記 

 

１ 応募者情報 

所在地 
〒123-4567 

明石市○○町●●１丁目２番３号 

（ふりがな） かぶしきがいしゃえーでぃーけーぴー 

事業者名 株式会社ＡＤＫＰ 

（ふりがな） あかし たろう 

代表者氏名 明石 太郎 

連絡先等 

電話番号： 078- ●●●-●●●● 

メールアドレス： adkp＠*********** 

担当者氏名： 明石 次郎 

ホームページアドレス (URL) ※ホームページがある場合は、URLを記載してください。 

業 種 製造業（金属製品）、小売業、サービス業 

 

２ 取組内容 

  別紙「応募調書」のとおり 

 

３ 確認事項 

  以下の事項について確認しました。 

  ・応募する取組は、明石市内において令和８年４月１日時点で実践されているもの

である。 

  ・応募者は、あかし脱炭素経営パワーアップ制度の宣言事業者である。（宣言予定

者を含む。） 

・応募者は、応募した取組が市ホームページ等の広報媒体に掲載されることを了承

する。 

  

記入例 
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応募調書 

１ 取組内容 

（実践する取組の目的や実施時期、具体的な活動内容、どのように脱炭素につながるかなどを記入してくだ

さい。） 

（例１） 

当社は令和７年２月に、工場に最新の省エネ空調システムを導入し、工場全体の電力消費を削減し

ています。目的は温室効果ガスの排出量削減と省エネルギーによるコスト低減です。具体的には、従来

の空調機器に比べてエネルギー効率が高い機器を採用し、ＡＩ制御による最適運転を実施しています。

これにより工場のＣＯ２排出量削減に直接つながっています。 

（例２） 

当社では計画的に脱炭素を推進するため、令和５年度からＣＯ２排出量の「見える化」システムを導入

し、事業活動に伴うエネルギー使用状況をリアルタイムで把握・分析するほか、太陽光発電設備の設

置、ＬＥＤ照明への全面切替、電気自動車の導入を中長期計画に基づき段階的に実施しています。これ

らの対策により電気料金の削減を実現しています。また、周辺住民や取引先企業を対象に見学会を開

催し、脱炭素の取り組み内容と効果を広く発信し地域全体の環境意識向上に寄与しています。 

（例３） 

当社は令和６年１月に脱炭素を経営戦略に掲げ、温室効果ガス削減に向けた「環境に優しい製品ラ

イン」の開発を進めています。具体的には、製品の製造過程で再生可能エネルギーを利用し、ＣＯ２排

出量を大幅に削減したことをアピールポイントとしています。この取り組みを契機に、環境意識の高

い国内外の大手企業との取引を拡大し、新たな販路開拓に成功しました。 

 

２ 評価項目【以下の（１）～（４）で該当する項目を記入してください。（複数回答可）】 

（１）貢献度 

（実践する取組の温室効果ガスの削減量やコスト削減など、脱炭素化や経営力向上に関する効果を記入し

てください。） 

（例１） 

導入により工場のＣＯ２排出量を年間 20％削減。エネルギーコストも 15％削減でき、経営面でも大

幅なコストダウン効果があります。 

（例２） 

 環境に配慮した新製品を展開することにより、令和７年の売上が前年比 30%増加となっています。 

 

 

（２）先進性 

（業界や地域において先進的な取組であるポイントやこれまでの取組との違いなどを記入してください。） 

（例１） 

ＡＩを活用したリアルタイム制御による省エネは当社業界では先進的な取り組みです。従来のマニ

ュアル制御から大きく進化した点が評価されます。 

（例２） 

 再生可能エネルギー由来の製品を全面的に打ち出したブランド戦略により、競合他社と差別化され

ています。 
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（３）波及性 

（取組が他の事業者や地域への波及効果が期待できるポイントを記入してください。） 

（例１） 

 同業他社でも導入できるモデルであり、地域内の製造業界全体への波及効果を期待しています。 

（例２） 

周辺住民や取引先企業を対象に見学会を開催し、脱炭素の取り組み内容と効果を広く発信し地域全

体の環境意識向上に寄与しています。 

 

 

（４）継続性 

（一過性の取組ではなく、継続的な発展が期待できるか、または既に継続的に取り組んでいるかなどを記入

してください。） 

（例１） 

 今後もシステムのバージョンアップや運用改善を続け、持続的にエネルギー効率向上を目指します。 

（例２） 

中長期計画に基づいた進捗管理を行うとともに、今後も設備の更新や社員研修の継続実施を予定し

ているため、持続的な脱炭素経営が期待できます。 

 

 

３ その他 

（上記のほか、取組の成果やアピールしたいポイントがあれば記入してください。） 

（例） 

上記の取り組みを含めたＳＤＧｓの取り組みにより、企業としての社会的信頼が高まっていると考

えています。また、従業員の環境意識も向上し、社内の一体感とモチベーションアップにも寄与してい

ます。 

 

 

※ 取組に関する補足説明や状況がわかる写真などがあれば、添付してください。 

 

 

‣ 「自社が排出する温室効果ガス排出量を削減する取組」や「脱炭素を自社の経営課題の改善（コスト削

減、効率化、新事業展開等）につなげる取組」が対象となります。 

 ※どちらにも該当する取組も対象となりますので、その取組内容を記入してください。 

‣ 「２ 評価項目」は任意項目になります。 

（１）～（４）で該当する項目を選択して記入してください。（複数回答可） 

‣ 応募申込書を持参、郵送により、明石市環境産業局環境室 環境創造課 まで提出してください。 

‣ 市ホームページの申込フォームから、上記の内容を入力して応募することもできます。 


